
前ツ
レ　

源
頼
朝

立
衆
一
同　

従
者

シ
テ　

工
藤
祐
経

ワ
キ　

箱
根
の
別
当

子
方　

箱
王
丸

後ワ
キ　

前
に
同
じ

ワ
キ
ヅ
レ　

従
僧

シ
テ　

不
動
明
王

地
は　

相
模

季
は　

雑

1

調
伏
曽
我
　
　
宮
増
作



海
山
か
け
て
行
く
雲
の
。
〳
〵
。
箱
根
の
寺
に
参
ら
ん
。

抑
是
は
兵
衛
佐
頼
朝
と
は
我
事
な
り
。

夫
れ
治
ま
れ
る
御
代
の
し
る
し
。
東
南
に
雲
を
さ
ま
つ
て
。

西
北
に
風
静
か
な
り
。

こ
と
さ
ら
当
時
一
統
の
。
道
も
直
な
る
文
武
の
二
つ
。

何
も
叶
ふ
時
代
と
て
。

国
見
も
是
か
坂
峰
や
。

箱
根
詣
で
の
御
為
め
に
。

「「「「「「「「「「「

一
同
次
第

頼
朝
詞

一
同

頼
朝

一
同

頼
朝

一
同

頼
朝

一
同
道
行

シ
テ
詞

ワ
キ
サ
シ

明
く
る
を
待
つ
や
星
月
夜
。

鎌
倉
山
を
朝
立
ち
て
〳
〵
。
ま
だ
有
明
の
影
残
る
。
雲
こ

そ
匂
へ
朝
日
影
。
西
に
向
ひ
て
行
く
雲
の
。
富
士
の
高
根

の
程
を
知
る
。
足
柄
山
を
分
け
す
ぎ
て
。
梢
に
浪
を
湖
や
。

箱
根
山
に
も
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

や
が
て
御
社
参
あ
ら
う
ず
る
に
て
候
。

此
程
の
日
数
待
た
れ
て
今
日
す
で
に
。
鎌
倉
殿
の
御
参
詣
。

是
を
物
見
と
此
寺
の
。
老
若
の
衆
徒
児
童
。
数
を
つ
く
し

23



て
我
も
〳
〵
と
。
皆
面
々
に
誘
へ
ば
。

人
な
み
〳
〵
に
箱
王
も
。
か
た
へ
の
児
に
さ
そ
は
れ
て
。

講
堂
の
庭
に
立
ち
い
づ
る
。

如
何
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

鎌
倉
殿
の
御
参
詣
。
た
ま
さ
か
の
御
事
に
て
候
。
御
供
の

人
々
の
名
を
知
ら
ず
候
。
教
へ
て
賜
は
り
候
へ
。

易
き
間
の
事
御
尋
ね
候
へ
教
へ
申
さ
う
。

「「「「「「「「「「
子詞

ワ
キ
詞子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

先
づ
一
番
に
風
折
召
さ
れ
。
念
誦
気
高
く
見
え
給
ふ
は
。

鎌
倉
殿
に
て
御
座
候
ふ
か
。

あ
れ
こ
そ
鎌
倉
殿
候
ふ
よ
。
な
ん
ぼ
う
い
み
じ
き
御
威
光

に
て
候
ふ
ぞ
。

さ
て
御
供
の
人
々
の
。
二
行
に
列
座
せ
ら
れ
た
り
。
先
づ

左
の
座
上
を
ば
誰
と
申
し
候
ふ
ぞ
。

あ
れ
は
鎌
倉
殿
の
御
舅
北
条
殿
候
ふ
よ
。

左
巴
は
。
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宇
都
宮
の
弥
三
郎
。

右
巴
は
。

小
山
の
判
官
。

松
川
は
。

小
笠
原
。

さ
て
又
中
座
の
一
番
は
。

諸
司
の
別
当
梶
原
父
子
。

香
の
直
垂
二
人
は
た
そ
。

「「「「「「「「「「「「「「「
ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ子

ワ
キ

一
人
の
大
男
は
和
田
の
左
衛
門
。
今
一
人
は
秩
父
の
庄
司
重

忠
。

さ
て
其
次
に
つ
き
出
だ
し
た
る
扇
づ
か
ひ
。

今
此
方
を
見
候
ふ
や
。

あ
れ
を
ば
誰
と
か
申
し
候
ふ
ぞ
。

あ
れ
こ
そ
工
藤
一
郎
。

祐
経
候
ふ
か
。

暫
く
。
か
や
う
の
所
に
久
し
く
は
御
座
な
き
物
に
て
候
。
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此
方
へ
御
入
り
候
へ
。

あ
ら
珍
し
や
箱
王
殿
。
御
身
の
父
河
津
殿
は
。
赤
沢
山
の

狩
く
ら
に
て
。
尾
越
の
矢
に
あ
た
り
て
空
し
く
な
り
給
ひ

た
る
を
。
某
が
し
わ
ざ
と
ば
つ
と
風
聞
仕
り
候
。
弓
矢
八

幡
箱
根
権
現
も
照
覧
あ
れ
。
某
は
存
ぜ
ず
候
。

さ
て
み
づ
か
ら
が
敵
を
ば
誰
と
か
申
し
候
ふ
ぞ
。

い
や
敵
と
は
夏
引
の
糸
。
筋
な
き
人
の
言
事
を
。
か
ま
ひ

て
用
ひ
給
ふ
な
よ
。

「「「「「「「「「「

シ
テ
詞子

シ
テ子

シ
テ
詞子

シ
テ子

シ
テ地

用
ひ
は
せ
ず
と
世
が
た
り
の
。
天
に
口
な
し
人
の
言
事
。

そ
れ
を
も
承
引
し
給
ふ
な
と
。

彼
古
武
者
の
祐
経
に
。

泣
い
つ
笑
う
つ
す
か
さ
れ
て
。

さ
ば
か
り
猛
き
。

箱
王
も
。

幼
き
身
の
か
な
し
さ
は
。
誠
し
や
か
に
言
ひ
な
さ
れ
て
。

心
も
よ
わ
〳
〵
と
。
あ
き
れ
は
て
た
る
気
色
か
な
。
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さ
て
頼
朝
は
御
座
を
立
ち
。
〳
〵
。
早
御
下
向
有
り
し
か

ば
。
御
供
の
侍
面
々
に
。
門
前
さ
し
て
出
で
け
れ
ば
。

箱
王
は
只
一
人
。

講
堂
の
庭
に
彳
み
て
。
敵
の
跡
を
見
送
り
て
。
泣
く
よ
り

外
の
事
は
な
し
。
〳
〵
。

よ
く
〳
〵
物
を
按
ず
る
に
。
げ
に
我
な
が
ら
後
れ
た
り
。

今
此
時
の
折
を
得
て
。
祐
経
が
手
に
か
ゝ
ら
ん
と
。
同
宿

の
太
刀
を
盗
み
と
り
。

「「「「「「「「
地子地

子
詞地

ワ
キ
詞地

ワ
キ

敵
の
跡
を
慕
ひ
つ
ゝ
。
駒
の
蹄
に
か
ゝ
ら
ん
と
。
門
前
さ

し
て
追
う
て
行
く
。
〳
〵
。

言
語
道
断
。
か
ゝ
る
聊
爾
な
る
御
事
に
て
候
。
さ
や
う
の

御
心
中
有
る
な
ら
ば
。
敵
の
前
の
た
ふ
れ
な
る
べ
し
。
只

先
帰
り
た
ま
へ
と
て
。

手
と
り
足
と
り
い
ざ
な
ひ
。
別
当
の
坊
に
帰
り
け
り
。

〳
〵
。

抑
仏
陀
の
御
誓
願
。
本
よ
り
衆
生
の
所
願
を
満
て
ゝ
。
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是
も
年
月
思
ひ
深
き
。

箱
根
の
海
の
恨
み
を
な
す
。

敵
を
亡
ぼ
し
た
び
給
は
ゞ
。

悪
魔
降
伏
の
御
誓
ひ
。

悪
し
き
を
平
ら
げ
善
き
を
助
く
る
。

其
御
威
光
を
頼
ま
ん
と
。

こ
ゝ
は
の
行
者
。

十
余
人
。

「「「「「「「「「「「
ツ
レ

ワ
キ

ツ
レ

ワ
キ

ツ
レ

ワ
キ

ツ
レ

ワ
キ地地

ワ
キ

護
摩
の
壇
上
を
か
ま
へ
つ
ゝ
。
〳
〵
。
凡
そ
飛
ぶ
鳥
を
も
。

落
す
ば
か
り
と
面
々
に
。
刃
の
験
徳
を
顕
は
し
て
。

年
頃
た
の
み
を
懸
く
る
大
聖
不
動
明
王
の
。
火
焰
に
愚
老

が
其
身
を
焦
が
し
。
五
智
の
如
来
に
五
体
を
投
げ
。
大
威

徳
の
乗
り
給
ふ
。
水
牛
の
角
に
命
を
か
け
。
頭
を
傾
け
数

珠
を
も
み
。
薬
師
の
真
言
千
手
の
陀
羅
尼
。
妙
音
声
を
高

く
あ
げ
。

東
方
。
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抑
是
は
。
中
央
に
立
つ
て
悪
魔
を
降
伏
し
衆
生
を
守
る
。

大
聖
不
動
明
王
。
矜
伽
羅
制
多
伽
を
始
め
と
し
て
。

五
壇
の
上
に
顕
は
れ
給
へ
ば
。

護
摩
の
煙
。

不
動
の
火
焰
。

光
明
赫
奕
と
し
て
。

気
色
も
あ
ら
た
に
五
大
尊
の
。
四
面
の
仏
前
に
顕
は
れ
給

ひ
て
。
か
の
形
代
を
調
伏
し
給
ふ
。
あ
ら
有
難
や
怖
ろ
し

「「「「「「「「「

後
ジ
テ地

シ
テ地

シ
テ地地

シ
テ地

や
。

山
河
草
木
震
動
し
。
山
河
草
木
震
動
し
て
。
箱
根
の
海
山

の
。
御
法
も
お
の
づ
か
ら
。
実
相
の
色
を
顕
は
し
。
自
性

の
月
の
光
を
添
へ
て
。
護
摩
の
煙
の
上
も
隈
な
き
。
鈴
の

声
耳
に
通
じ
て
。
明
々
と
す
み
や
か
な
り
。

東
方
の
降
三
世
明
王
は
。

降
三
世
明
王
は
。
青
蓮
の
ま
な
じ
り
に
悪
魔
を
降
伏
し
て
。

壇
上
に
翔
り
給
へ
ば
。
南
方
の
軍
荼
利
夜
叉
は
。
火
焰
の
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ほ
の
ほ
を
吹
き
か
け
給
へ
ば
。
大
威
徳
は
水
牛
の
。
角
振

り
た
て
ゝ
顕
は
れ
給
へ
ば
。
北
方
の
金
剛
夜
叉
は
。
寒
風

の
鉄
雨
を
降
ら
し
て
。
大
紅
蓮
の
責
め
を
な
せ
ば
。
中
央

の
大
聖
不
動
は
。
さ
つ
く
の
縄
に
て
祐
経
が
。
形
代
を
巻

き
縛
り
。
護
摩
の
壇
上
に
引
き
伏
せ
て
。
利
剣
を
振
り
あ

げ
刺
し
通
し
て
。
猶
厳
重
の
奇
特
を
見
せ
ん
と
。
形
代
が

首
を
切
り
て
。
剣
の
先
に
つ
ら
ぬ
き
給
へ
ば
。
身
の
毛
も

よ
だ
ち
て
面
々
に
。
目
を
お
ど
ろ
か
す
有
様
な
り
。
さ
て

こ
そ
遂
に
は
箱
王
も
。
〳
〵
。
其
本
望
を
ば
遂
げ
に
け
れ
。
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